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ダ ル マ キー ノレテ ィの概 念 論

櫻 井 良 彦

序.iSantaraksita(725―788)とKamalasila(740―795)は,他 者 の排 除(anyap・ha)を

相 対 否 定(paryudasa)と 絶 対 否 定(prasajyapratisedha)に 区別 し,前 者 を概 念 知 の表

象(影 像)上 の もの と異 類 か ら排 除 され た独 自相 上 の も の との 二 つ の レ ヴ ェ ル に

分 類 す る(TS,.1003,p.390.6-7)1).他 者 の排 除 を 二 つ の レ ヴ ェル に分 類 す る考 え は,

既 にSakyabuddhi(660-720)に あ る.

「それ」 とい う語 は 「他者 の排 除」に関係付 けられ る.そ れ(他 者 の排除)も 又,二 様 で

あ る.即 ち,他 者 か ら排 除 された独 自相 とそれ(独 自相)を 知覚す る ことによってもた ら

され る概念 知に顕現 した表象 とで ある.(PVTadPVIllOc2d&PVSV,D.127a7-127bl.)

本 稿 は,Dharmakirti(600-660)の 概 念 論2)に 於 け る他 者 の排 除 の 二 つ の レヴ ェル

を論 じ,後 代 の 学 匠 達 に於 け る他 者 の排 除 の二 つ の レ ヴ ェル の分 類 との 同質 性 を

論 ず る3).

1-概 念 知 の 表 象 レ ヴ ェル の 他 者 の排 除Dharmakirtiは,概 念 知 や 語 の 対 象 意 味

内容 と して の概 念 が,他 者 の 排 除 と特 徴 付 け られ る概 念 知 の表 象 で あ る こ とを,

それ ら知 に存在 して いる諸対象(表 象)は,[異 類 か らの]排 除を本質す る故 に,異 な ら

ないものであ るかの如 くに顕現す る.(PVI78abc,P.44.19-20)

と述 べ る.Dharmakirtiは,概 念 知 に 現 れ る 同一・表 象 が他 者 の排 除(異 な り)を 本

質 とす る もの で あ る と考 え て い る.こ の記 述 を承 け て,Sakyabuddhiは,他 者 の排

除 を概 念 知 に顕 現 す る表 象 と述 べ,iSantaraksitaも 同様 に分 類 した の は明 白で あ る.

2-実 在 レヴ エル の他 者 の 排 除 実 在(独 自相)レ ヴ ェ ル の他 者 の 排 除 に 関 して,

Dharmakirtiは 言 語 協 約 とそ れ に基 づ く人 間 の行 動 の視 点 か ら以下 の様 に述 べ る.

作用 を異に しない諸存在 を,そ の同 じ作用 を持たない物 と別異の物 と知 って後,そ れ(同

じ作用を持たない物)を 捨て るこ とによって,[人 が同 じ作用を持つ物 に]行 動す るだろ う

と[考 えて],そ れ(相 互 の異 な り)を 知 らしめる為 に協約 が為 され る.こ の相互 の異 な

りが,同 一 な る顕現 を有す る,迷 乱 した この概念知 の因である.(PVSV,P.40.17-20)

或 る諸 実 在 が,同 一 の 効 果 的 作 用(e.g.同 一概念知)を 本 質 上 生 ず る場 合,そ の
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諸実在は同一の効果的作用 を持つ という点で,そ の同じ効果的作用を持たない物

か らの排除を持つ.或 る実在が異類から排除されているというのは,或 る同一の

効果的作用を為すか為 さないか という観点から言われる.言 語協約はその諸実在

間の他者の排除(相 互の異なり)を 知らせる為に定められる.実 在に於ける他者の

排 除 は,効 果 的 作 用 能 力 に基 づ い て い る とDharmakirtiは 考 え る.

[排除が]諸 実在 に存在 す る.そ れ故 に,実 在 に関す る語 はそれ(排 除)を 根拠 としてい

る.外 界の物 の能 力に基づ く排 除を[直 接 的に]根 拠(対 象)と す ることはないけれ ど

も,か の語 は,そ れ(排 除)を[間 接的 に]根 拠 とす る,概 念 知にあ る影像 に結びつ けら

れ る.(PVHII63c-164,pp.259-264)

Sakyabuddhiは,独 自相 に於 け る他 者 の排 除 を,PVm-163cの 「外 界 の物 の能 力

に基 づ く排 除(bahyaSaktivyavaccheda)」 へ の注 釈 で,「 外 界 の物,つ ま り独 自相 の 甲

とい う結 果 を持 つ物 と甲 とい う結 果 を持 た な い 物 の各 々 に 限定 され た 能 力 な る も

の,そ れ(能 力)に 基 づ く独 自相 の 自体 で あ る排 除,そ れ(排 除)が,外 界 の物 の

能 力 に基 づ く排 除 で あ る.(D.190a7-190bl.)」4)と 説 明 す る.又,iSantaraksitaが

分 類 す る独 自相 に於 け る他 者 の排 除 は,Kamalasilaの 注釈 に よれ ば,「 異 類 の もの

か らの排 除」で あ る5).と す れ ば,こ れ は独 自相 に於 け る もの で あ る故,Sakyabuddhi

と同様 に解 す るの が 自然 で あ る.

arthakriyasaktiに,日 常 的 言 語 活 動 で の 「効 果 的 作 用 能 力 」 と,知 覚 及 び瞬 間 で

の 「因 果 効 力 」 との 両 義 が あ る こ とは先 学 に よ り夙 に論 じ られ て い る6).上 述 の独

自相 に於 け る他 者 の排 除 は 前者 に基 づ く.故 に,独 自相 に於 い て言 及 さ れ る と言 っ

て も,或 る効 果 的 作 用 を持 っ か持 た な い か とい う仕 方 で,異 類 か ら の排 除 とい う

様 にー 定 の 同一 性 が 付 与 され る.

又Dharmakirtiは 「全 て の存 在(独 自相)は,本 質 的 に各 々 の本 質 に確 定 さ れ て

い る故 に,同 類 か ら と異類 か ら との排 除 を有 す る(PVI40,p.24.18-19).」 と,概

念 知 が 関 わ る前 の 実在(独 自相)の 様 相 を語 る際vyavrtti(排 除=異 な り)と い う

語 を以 っ て説 明 す る.こ の場 合,排 除 は,諸 存 在 の 各 々 の本 質(svabhava),即 ち

知 覚及 び瞬 間 レヴ ェ ル の 因果 効 力 に基 づ く為 に,同 類 と異 類 との全 て の もの か ら

の排 除 の 意 味 とな る7).因 果 効 力 と効 果 的 作 用 能 力 は 同 じ独 自相 の持 っ 二側 面 で あ

る8).故 に,効 果 的 作 用 能 力 に基 づ く他 者 の排 除 と因果 効 力 に基 づ く他 者 の 排 除 も

又 同 様 で あ る.Sakyabuddhiも,先 に 引用 した様 に他 者 か ら排 除 され た独 自相 を 知

覚 の 対 象 と述 べ て い る.行 動 の 対 象 とい う視 点 か ら観 た 場 合,同 類 と異類 との 自

己以 外 の一 切 か らの排 除 と理 解 され る.KamalaSilaも 「異 類 か ら排 除 さ れ た独 自
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相 」,そ の 同 じ独 自相 を 「同類 と異類 とか ら排 除 され た独 自相 」 と注 釈 す る(TSP,

p.394.21}.

こ の 実 在 レ ヴ ェ ル の 他 者 の 排 除 に 関 し て も,DharmakirtiとSakyabuddhiと

Santaraksita及 びKamalasilaと の 間 に 見 解 の 相 違 は な い.、

略号 ①PVI及 びPVSV: Pramanavarttikam of Dharmakirti, the First Chapter with Auto-

commentary, R. Gnoli, 1960. ②pvnl:戸 崎宏正 『仏教 認識論 の研究 』上1979.③PVT

(S) : Pramanavarttikatika, by Sakyabuddhi, Derge Edition 4220. q )TS (P) : Tattvasamgraha 

of Acarya Santaraksita with the commentary Pahjika of Shri Kamalastla, Voll, Shastri, 

Bauddha Bharati Series 2,1968.
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